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「マーボー車

新
メ
ニ
ュ
ー
の
「
マ
ー
ボ
1
は
た
て
井
」
　
（
左
）

と
「
じ
ゃ
が
い
も
と
ホ
タ
テ
の
か
り
か
り
焼
き
」
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ニ
ノ
て
l
■
V
I
、
（
ぅ
コ
「

出
た
。
こ
れ
か
ら
も
ホ
タ
テ

の
新
し
い
食
べ
方
を
考
え
て

い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

ゆ
～
さ
浅
虫
が
外
部
か
ら

メ
ニ
ユ
ト
を
取
り
入
れ
る
の

は
初
の
試
み
と
い
う
。
価
格

は
「
マ
ー
ボ
ー
ー
」
が
九
百
八

十
円
、
「
じ
ゃ
が
い
も
－
」
が

四
百
五
十
円
に
な
る
予
定
。

連
絡
先
は
、
ゆ
～
さ
浅
虫
0

⊥
7
（
7
3
7
）
5
ュ
5
工
。
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ト
ウ
ケ
イ
ニ
セ
イ
が
凱
旋
式

「
岩
手
の
怪
物
」
の
異
名

を
持
つ
伝
説
の
名
馬
ト
ウ
ケ

イ
ニ
セ
イ
の
凱
旋
（
が
い
せ

ん
）
セ
レ
亨
T
が
l
・2
日
、

岩
手
県
奥
州
市
の
水
沢
競
馬

場
で
開
か
れ
た
。

会
場
と
な
っ
た
場
内
の
パ

ド
ッ
ク
に
は
約
5
0
0
人
の

フ
ァ
ン
が
押
し
か
け
、
記
念

写
真
を
撮
る
な
ど
往
年
の
名

馬
と
の
再
会
を
楽
し
ん
だ
。

主
戦
騎
手
だ
っ
た
菅
原
勲

騎
手
（
四
五
）
ら
関
係
者
も
駆
け

勝
利
で
飾
っ
た
引
退
レ
ー
ス

「
桐
花
賞
」
の
ゼ
ッ
ケ
ン
の

レ
プ
リ
カ
を
着
け
登
場
し
た

ト
ウ
ケ
イ
二
セ
イ

「
ニ
ー
ト
」
の
就
労
応
援

上
山
市
の
N
P
O
法
人
「
東
北
青

少
年
自
立
援
助
セ
ン
タ
ー
・
蔵
王
い

こ
い
の
里
」
が
、
ニ
ー
ト
や
引
き
こ

も
り
の
若
者
を
支
援
す
る
厚
生
労
働

省
の
委
託
事
業
「
若
者
自
立
塾
」
の

認
定
を
受
け
た
。
今
月
か
ら
参
加
者

を
募
集
し
て
い
る
。

若
者
自
立
塾
は
、
働
く
自
信
を
失

t
蔵
王
い
こ
い
の
里

っ
た
若
者
に
就
労
に
必
要
な
能
力

を
身
に
付
け
て
も
ら
う
た
め
、
長
期

の
集
団
生
活
で
生
活
訓
練
や
労
働

体
験
を
実
施
す
る
事
業
。
厚
労
省
が

全
国
の
N
P
O
な
ど
に
事
業
を
委
託

し
、
二
〇
〇
五
年
度
か
ら
行
っ
て
い

る
。東
北
で
は
、
く
り
こ
豊
南
原
・
地

域
の
暮
ら
し
と
自
然
教
育
研
究
所

「若者自立塾」に認定
（
栗
原
市
）
と
、
ユ
ザ
ネ
イ
チ
ャ
ー

ズ
ネ
イ
チ
ャ
ー
（
山
形
県
遊
佐
町
）

で
も
実
施
さ
れ
て
お
り
、
同
セ
ン
タ

ー
の
認
定
が
三
例
日
。
若
者
自
立
塾

と
同
様
の
合
宿
形
式
で
、
長
年
、
不

登
校
や
引
き
こ
も
り
の
若
者
の
支
援

に
取
り
組
ん
で
き
た
実
績
が
評
価
さ

れ
た
。合
宿
期
間
は
三
カ
月
間
で
、
随
時

参
加
者
を
受
け
付
け
る
。
定
員
は
二

十
人
で
、
義
務
教
育
を
終
え
、
一
年

以
上
就
労
、
就
学
し
て
い
な
い
三
十

五
歳
ぐ
ら
い
の
未
婚
者
が
対
象
。
同

セ
ン
タ
ー
は
「
人
間
関
係
に
つ
ま
ず

い
て
、
心
が
ふ
さ
ぎ
こ
ん
で
し
ま
っ

た
若
者
た
ち
に
集
ま
っ
て
ほ
し
い
」

と
話
し
て
い
る
。

連
絡
先
は
同
セ
ン
タ
ー
0
2
3

（
6
7
9
）
4
0
0
5
。

前
餅
焼
い
て
芸
術
体
僚

県
立
美
術
讐
新
世
代
轡
鹿
ま
る

福

せ
ん
べ
い
の
焼
き
方
を
教
え
る
土
谷
さ
ん
（
左
か
ら
2

人
目
）
と
幸
田
さ
ん
（
同
3
人
目
）

福
島
市
森
合
の
福
島
県
立

美
術
館
で
、
県
出
身
の
若
手

現
代
美
術
作
家
を
紹
介
す
る

企
画
展
「
福
島
の
新
世
代
2

0
0
9
」
が
始
ま
っ
た
。
初

日
（
十
日
）
は
、
ア
ー
ト
ユ

ニ
ッ
ト
「
K
O
S
U
G
E
l

－
1
6
」
が
、
作
品
の
重
要
な

要
素
と
な
っ
た
せ
ん
べ
い
作

り
を
来
場
者
に
体
験
し
て
も
、

ら
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
。
市
民
を
巻
き
込
み
芸
術

の
楽
し
さ
を
伝
え
る
作
風
が

持
ち
味
の
ユ
ニ
ッ
ト
ら
し

く
、
参
加
し
た
親
子
連
れ
な

ど
三
十
人
と
芸
術
体
験
を
共

有
し
た
。
企
画
展
は
三
月
一

日
ま
で
。

K
O
S
U
G
E
ユ
ー
1
6

は
、
石
川
町
出
身
の
車
田
智

志
乃
さ
ん
（
三
一
）
と
、
夫
の
土

谷
享
さ
ん
（
三
こ
で
つ
く
る
二

人
組
。
展
示
空
間
全
体
を
作

品
に
し
た
「
ケ
ン
ビ
煎
餅
（
せ

ん
べ
い
）
」
を
出
展
し
た
。

か
つ
て
せ
ん
べ
い
屋
だ
っ
た

東
京
の
自
宅
を
段
ボ
ト
ル
な

ど
で
再
現
し
た
ほ
か
、
石
川

小
の
児
童
と
体
験
し
た
せ
ん

べ
い
作
り
の
様
子
を
写
真
や

児
童
の
日
記
「
エ
プ
ロ
ン
な

ど
で
表
現
し
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
参

加
者
が
四
、
五
人
に
分
か
れ

て
コ
ン
ロ
を
囲
み
、
天
日
で

乾
燥
し
た
生
地
を
平
ら
に
伸
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酢
鑓
摘
謂
鏑

で
文
字
を
邑
く
な
ど
し
な
が

ら
、
和
気
普
あ
い
と
せ
ん

べ
い
作
り
盈
楽
し
ん
だ
。

K
O
S
u
G
E
1
－
1

6
は

録
的
鰻
紬
S
桐
開

作
り
が
白
金
た
ち
の
仕
事
。

せ
ん
べ
い
任
り
は
一
つ
の
コ

ン
ロ
を
囲
通
で
持
ち
つ
持
た

れ
つ
の
精
瀞
が
生
ま
れ
る

し
、
携
帯
食
な
の
で
い
ろ
い

ろ
な
人
に
嵐
け
ら
れ
る
」
と

話
す
。

会
津
若
松
市
出
身
の
宇
田

義
久
さ
ん
の
抽
象
絵
画
と
、

郡
山
市
出
身
の
金
嘆
淑
さ
ん

が
百
日
間
に
わ
た
っ
て
自
分

の
葬
儀
を
行
い
、
そ
の
様
子

を
撮
影
し
た
写
真
作
品
も
展

示
さ
れ
て
い
る
。

観
覧
料
は
一
般
・
大
学
生

四
百
円
、
高
校
生
二
百
円
、

小
中
学
生
百
円
。
月
曜
休
館
。


